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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年12月22日に提出いたしました第66期（自　平成22年10月１日　至　平成23年９月30日）有価証券報告書及び平成

25年12月26日に提出いたしました第66期（自　平成22年10月１日　至　平成23年９月30日）有価証券報告書の訂正報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

なお、訂正後の連結財務諸表については、監査法人まほろばにより監査を受けており、その監査報告書を添付しておりま

す。

また、連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL形式デー

タ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

 

２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１　業績等の概要

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第５　経理の状況

　２．監査証明について

１　連結財務諸表等

（１）連結財務諸表

　　①連結貸借対照表

　　②連結損益計算書及び連結包括利益計算書

　　③連結株主資本等変動計算書

　　④連結キャッシュ・フロー計算書

　　　注記事項

（連結貸借対照表関係）

（金融商品関係）

（セグメント情報等）

（関連当事者情報）

２．重要な関連会社に関する注記

　　　　　重要な関連会社の要約財務諸表

　　　（１株当たり情報）

（２）その他

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部　企業情報
第１　企業の概況
１　主要な経営指標等の推移
（１） 連結経営指標等

 
（訂正前）

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期

決算年月 平成19年９月期 平成20年９月期 平成21年９月期 平成22年９月期 平成23年９月期

売上高 (千円) 4,841,759 4,387,546 3,736,519 2,804,993 2,882,535

経常損益(△は損失) (千円) △10,123 △476,633 △20,777 △513,322 △507,448

当期純損益(△は損失) (千円) △4,309,576 △2,140,520 △3,499,076 △837,169 △27,946

包括利益 (千円) ― ― ― ― △38,610

純資産額 (千円) 14,748,166 12,362,639 8,863,246 8,042,351 8,003,743

総資産額 (千円) 16,115,697 13,623,436 10,078,812 9,156,454 9,142,644

１株当たり純資産額 (円) 35.96 305.69 219.16 198.86 197.91

１株当たり当期純損益

金額(△は損失)
(円) △10.28 △52.93 △86.52 △20.70 △0.69

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額
(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 90.3 90.7 87.9 87.8 87.5

自己資本利益率 (％) ― ― ― ― ―

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

（注）１．売上高には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。
２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第62期から第66期までは１株当たり当期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．自己資本利益率、株価収益率については、第62期から第66期までは１株当たり当期純損失であるため
記載しておりません。

４．平成20年７月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を行っております。
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（訂正後）

回次 第62期 第63期 第64期 第65期 第66期

決算年月 平成19年９月期 平成20年９月期 平成21年９月期 平成22年９月期 平成23年９月期

売上高 (千円) 4,841,759 4,387,546 3,736,519 2,804,993 2,882,535

経常損益(△は損失) (千円) △10,123 △476,633 △20,777 △513,322 △603,124

当期純損益(△は損失) (千円) △4,309,576 △2,140,520 △3,499,076 △837,169 △123,622

包括利益 (千円) ― ― ― ― △132,122

純資産額 (千円) 14,748,166 12,362,639 8,863,246 8,042,351 7,910,230

総資産額 (千円) 16,115,697 13,623,436 10,078,812 9,156,454 9,049,130

１株当たり純資産額 (円) 35.96 305.69 219.16 198.86 195.60

１株当たり当期純損益

金額(△は損失)
(円) △10.28 △52.93 △86.52 △20.70 △3.06

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額
(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 90.3 90.7 87.9 87.8 87.4

自己資本利益率 (％) ― ― ― ― ―

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

（注）１．売上高には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。
２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第62期から第66期までは１株当たり当期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．自己資本利益率、株価収益率については、第62期から第66期までは１株当たり当期純損失であるため
記載しておりません。

４．平成20年７月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を行っております。
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第２　事業の状況

１　業績等の概要

（１）業績

 

（訂正前）
　＜省略＞

　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高28億82百万円（前年同期売上高28億４百万円）、営業損失５億56百万円

（前年同期営業損失３億26百万円）、経常損失５億７百万円（前年同期経常損失５億13百万円）、当期純損失27百万円

（前年同期当期純損失８億37百万円）となりました。

 

 

（訂正後）
　＜省略＞

　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高28億82百万円（前年同期売上高28億４百万円）、営業損失５億56百万円

（前年同期営業損失３億26百万円）、経常損失６億３百万円（前年同期経常損失５億13百万円）、当期純損失123百万円

（前年同期当期純損失８億37百万円）となりました。
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７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（２）当連結会計年度の経営成績に関する分析

（訂正前）

③経常損失

当連結会計年度の経常損失は、前連結会計年度に比べ６百万円減少し、５億７百万円となりました。

④当期純利益

当連結会計年度の当期純損失は、27百万円（前連結会計年度の当期純損失８億37百万円）となりました。

主な要因は、競売による配当益２億89百万円が計上され、特別損失の減損損失が前連結会計年度に比べ激減した

（５億47百万円）ためであります。

 

 

（訂正後）

③経常損失

当連結会計年度の経常損失は、前連結会計年度に比べ90百万円増加し、６億３百万円となりました。

④当期純利益

当連結会計年度の当期純損失は、123百万円（前連結会計年度の当期純損失８億37百万円）となりました。

主な要因は、競売による配当益２億89百万円が計上され、特別損失の減損損失が前連結会計年度に比べ激減した

（５億47百万円）ためであります。
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（４）財政状態の分析

 

（訂正前）
　当連結会計年度末の総資産は、前年同期に比べ13百万円減少し、91億42百万円となりました。

①資　産

　当連結会計年度末の流動資産は前年同期に比べ１億55百万円増加し39億18百万円、固定資産は１億69百万円減少し52

億24百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金の増加が１億57百万円、貸倒引当金の減少が４億67百万円等あったのに対し、営業貸付金

を投資その他の資産に４億23百万円振り替えたため、結果として１億55百万円増加しました。

　固定資産は、有形固定資産が12億39百万円増加した一方、投資その他の資産が14億８百万円減少し、合計で１億69百

万円の減少になりました。

　有形固定資産では、姫路相生カントリークラブ及び新香木原カントリークラブの取得等により土地が10億92百万円、

建物及び構築物が１億37百万円増加しました。

　一方、投資その他の資産では、長期貸付金が２億15百万円、長期未収入金の減少11億21百万円、仮差押の解除による

減少５億67百万円、全体として１億69百万円減少となりました。

②負　債

　当連結会計年度末の負債合計は、前年同期に比べ24百万円増加し11億38百万円となりました。流動負債は10百万円増

加し、また、固定負債は14百万円増加しました。

③純資産

　当連結会計年度末の純資産は前年同期に比べ38百万円減少し、80億３百万円となりました。純資産減少の主な要因

は、当期純損失の計上であります。

 

 

 

 

（訂正後）
　当連結会計年度末の総資産は、前年同期に比べ１億７百万円減少し、90億49百万円となりました。

① 資　産

　当連結会計年度末の流動資産は前年同期に比べ１億55百万円増加し39億18百万円、固定資産は２億63百万円減少

し51億30百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金の増加が１億57百万円、貸倒引当金の減少が４億67百万円等あったのに対し、営業貸付金

を投資その他の資産に４億23百万円振り替えたため、結果として１億55百万円増加しました。

　固定資産は、有形固定資産が12億39百万円増加した一方、投資その他の資産が15億２百万円減少し、合計で２億63百

万円の減少になりました。

　有形固定資産では、姫路相生カントリークラブ及び新香木原カントリークラブの取得等により土地が10億92百万円、

建物及び構築物が１億37百万円増加しました。

　一方、投資その他の資産では、長期貸付金が２億15百万円、長期未収入金の減少11億21百万円、仮差押の解除による

減少５億67百万円、全体として15億２百万円減少となりました。

② 　負　債

　当連結会計年度末の負債合計は、前年同期に比べ24百万円増加し11億38百万円となりました。流動負債は10百万円増

加し、また、固定負債は14百万円増加しました。

③ 　純資産

当連結会計年度末の純資産は前年同期に比べ１億32百万円減少し、79億10百万円となりました。純資産減少の主な要因

は、当期純損失の計上であります。
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第５　経理の状況

 

（訂正前）

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成21年10月1日から平成22年９月30

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成21年10月１日から平成22年9月30日まで）の財務諸表についてはフロン

ティア監査法人による監査を受け、又、当連結会計年度（平成22年10月１日から平成23年９月30日まで）の連結財務諸

表及び当事業年度（平成22年10月１日から平成23年９月30日まで）の財務諸表について監査法人まほろばによる監査を

受けております。

（訂正後）

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成21年10月1日から平成22年９月30

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成21年10月１日から平成22年9月30日まで）の財務諸表についてはフロン

ティア監査法人による監査を受け、又、当連結会計年度（平成22年10月１日から平成23年９月30日まで）の連結財務諸

表及び当事業年度（平成22年10月１日から平成23年９月30日まで）の財務諸表並びに平成25年12月26日に提出した有価

証券報告書の訂正報告書における訂正後の連結財務諸表及び財務諸表について監査法人まほろばによる監査を受けてお

ります。
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１　連結財務諸表等

（１）連結財務諸表

 

　　①連結貸借対照表

　

（訂正前）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(平成22年９月30日)

当連結会計年度

(平成23年９月30日)

資産の部   

固定資産   

投資その他の資産   

投資有価証券 102,496 85,922

関係会社株式 *1   1,061,022 *1  1,048,919

長期貸付金 168,300 383,550

長期未収入金 1,162,604 40,637

投資不動産（純額） ― ―

破産更生債権等 1,923,799 1,923,918

仮差押 567,892 ―

その他 183,785 440,125

貸倒引当金 △2,374,398 △2,536,363

投資その他の資産合計 2,795,504 1,386,710

固定資産合計 5,394,002 5,224,089

資産合計 9,156,454 9,142,644

 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,500,000 3,500,000

資本剰余金 11,769,273 5,650,811

利益剰余金 △6,571,775 △481,258

自己株式 △604,076 △604,076

株主資本合計 8,093,421 8,065,475

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △27,456 △28,626

土地再評価差額金 △6,153 △6,153

為替換算調整勘定 △17,460 △26,953

その他の包括利益累計額合計 △51,069 △61,732

純資産合計 8,042,351 8,003,743

負債純資産合計 9,156,454 9,142,644
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（訂正後）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(平成22年９月30日)

当連結会計年度

(平成23年９月30日)

資産の部   

固定資産   

投資その他の資産   

投資有価証券 102,496 85,922

関係会社株式 *1   1,061,022 *1  955,405

長期貸付金 168,300 383,550

長期未収入金 1,162,604 40,637

破産更生債権等 1,923,799 1,923,918

仮差押 567,892 ―

その他 183,785 440,125

貸倒引当金 △2,374,398 △2,536,363

投資その他の資産合計 2,795,504 1,293,194

固定資産合計 5,394,002 5,130,573

資産合計 9,156,454 9,049,130

 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,500,000 3,500,000

資本剰余金 11,769,273 5,650,811

利益剰余金 △6,571,775 △576,935

自己株式 △604,076 △604,076

株主資本合計 8,093,421 7,969,800

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △27,456 △28,626

土地再評価差額金 △6,153 △6,153

為替換算調整勘定 △17,460 △24,789

その他の包括利益累計額合計 △51,069 △59,569

純資産合計 8,042,351 7,910,230

負債純資産合計 9,156,454 9,049,130
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　　②連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

　

（訂正前）

  （単位：千円）

 前連結会計年度
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年９月30日)

   

営業外費用   

持分法による投資損失 265,575 2,594

投資不動産賃貸費用 48,056 33,226

その他の営業外費用 32,850 12,813

営業外費用合計 346,481 48,634

経常損失（△） △513,322 △507,448

   

税金等調整前当期純損失（△） △831,889 △21,464

   

当期純損失（△） △837,169 △27,946

 

 

　（訂正後）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

(自　平成22年10月１日

　至　平成23年９月30日)

   

営業外費用   

持分法による投資損失 265,575 98,271

投資不動産賃貸費用 48,056 33,226

その他の営業外費用 32,850 12,813

営業外費用合計 346,481 144,310

   

経常損失（△） △513,322 △603,124

   

税金等調整前当期純損失（△） △831,889 △117,140

   

当期純損失（△） △837,169 △123,622
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　　連結包括利益計算書

　

（訂正前）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

(自　平成22年10月１日

　至　平成23年９月30日)

当期純損失（△） ― △27,946

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 ― △1,153

持分法適用会社に対する持分相当額 ― △9,510

その他の包括利益合計 ― 　※2　△10,663

包括利益 ― ※1　△38,610

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 ― △38,610

少数株主に係る包括利益 ― ―

 

 

　（訂正後）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

(自　平成22年10月１日

　至　平成23年９月30日)

当期純損失（△） ― △123,622

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 ― △1,153

持分法適用会社に対する持分相当額 ― △7,346

その他の包括利益合計 ― 　※2　△8,500

包括利益 ― ※1　△132,122

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 ― △132,122

少数株主に係る包括利益 ― ―
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　　③連結株主資本等変動計算書

（訂正前）
  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

(自 平成22年10月１日

　至 平成23年９月30日)

株主資本   

   

利益剰余金   

前期末残高 △5,734,600 △6,571,775

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △27,946

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

欠損填補 ― 6,118,462

当期変動額合計 △837,175 6,090,517

当期末残高 △6,571,775 △481,258

株主資本合計   

前期末残高 8,930,598 8,093,421

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △27,946

自己株式の取得 △1 ―

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

当期変動額合計 △837,177 △27,946

当期末残高 8,093,421 8,065,475

   

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定   

前期末残高 △31,507 △17,460

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14,047 △9,493

当期変動額合計 14,047 △9,493

当期末残高 △17,460 △26,953

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △67,352 △51,069

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16,283 △10,663

当期変動額合計 16,283 △10,663

当期末残高 △51,069 △61,732

純資産合計   

前期末残高 8,863,246 8,042,351

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △27,946

自己株式の取得 △1 ―

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16,283 △10,663

当期変動額合計 △820,895 △38,608

当期末残高 8,042,351 8,003,743
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　（訂正後）
  （単位：千円）

 前連結会計年度
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年９月30日)

株主資本   

   

利益剰余金   

前期末残高 △5,734,600 △6,571,775

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △123,622

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

欠損填補 ― 6,118,462

当期変動額合計 △837,175 5,994,840

当期末残高 △6,571,775 △576,935

株主資本合計   

前期末残高 8,930,598 8,093,421

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △123,622

自己株式の取得 △1 ―

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

当期変動額合計 △837,177 △123,622

当期末残高 8,093,421 7,969,800

   

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定   

前期末残高 △31,507 △17,460

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 14,047 △7,329

当期変動額合計 14,047 △7,329

当期末残高 △17,460 △24,789

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △67,352 △51,069

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16,283 △8,499

当期変動額合計 16,283 △8,499

当期末残高 △51,069 △59,569

純資産合計   

前期末残高 8,863,246 8,042,351

当期変動額   

当期純損失（△） △837,169 △123,622

自己株式の取得 △1 ―

新規連結に伴う利益剰余金の増加 △5 ―

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16,283 △8,499

当期変動額合計 △820,895 △132,121

当期末残高 8,042,351 7,910,230
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④ 連結キャッシュ・フロー計算書

　（訂正前）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

 (自　平成22年10月１日

　 至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △831,889 △21,464

   

持分法による投資損益（△は益） 265,575 2,594

   

 

 

　（訂正後）

  （単位：千円）

 前連結会計年度

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年９月30日)

当連結会計年度

 (自　平成22年10月１日

　 至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △831,889 △117,140

   

持分法による投資損益（△は益） 265,575 98,271
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 注記事項
（連結貸借対照表関係）

 

（訂正前）

前連結会計年度
(平成22年９月30日)

当連結会計年度
(平成23年９月30日)

※１ 非連結子会社に対するものは、次のとおりであり

ます。

関係会社株式　1,061,022千円

※１ 非連結子会社に対するものは、次のとおりであり

ます。

関係会社株式　1,048,919千円

 

（訂正後）

前連結会計年度
(平成22年９月30日)

当連結会計年度
(平成23年９月30日)

※１ 非連結子会社に対するものは、次のとおりであり

ます。

関係会社株式　1,061,022千円

※１ 非連結子会社に対するものは、次のとおりであり

ます。

関係会社株式　955,405千円
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（金融商品関係）

 

（訂正前）

当連結会計年度（自平成22年10月１日　至平成23年９月30日）

２．金融商品の時価等に関する事項

 連結貸借対照表計上額

（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

    

（３）関係会社株式 1,045,919 793,991 △251,928

    

資産計 3,991,091 3,739,164 △251,928

 

 

（訂正後）

当連結会計年度（自平成22年10月１日　至平成23年９月30日）

２．金融商品の時価等に関する事項

 連結貸借対照表計上額

（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

    

（３）関係会社株式 952,405 793,991 △158,414

    

資産計 3,897,578 3,739,164 △158,414

 

（セグメント情報等）

（訂正前）

【セグメント情報】

当連結会計年度（自平成22年10月１日　至平成23年９月30日）

 

報告セグメント
調整額
（千円）
(注)１

連結財務諸表
計上額
（千円）

ゴルフ・リ
ゾート事業
（千円）

ファイナンス
事業
（千円）

インベストメ
ント事業
（千円）

建設事業
（千円）

リアルエス
テート事業
（千円）

計
（千円）

セグメント資産 2,856,933 864,740 ― 1,541,725 1,331,024 7,724,491 2,548,221 9,142,644

(注)１．調整額は以下の通りであります。
(2)セグメント資産の調整額2,548,221千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産の主
なものは、親会社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（関係会社株式）等であります。
 

（訂正後）

【セグメント情報】

当連結会計年度（自平成22年10月１日　至平成23年９月30日）

 

報告セグメント
調整額
（千円）
(注)１

連結財務諸表
計上額
（千円）
(注)２

ゴルフ・リ
ゾート事業
（千円）

ファイナンス
事業
（千円）

インベストメ
ント事業
（千円）

建設事業
（千円）

リアルエス
テート事業
（千円）

計
（千円）

セグメント資産 2,856,933 864,740 ― 1,541,725 1,331,024 6,594,423 2,454,707 9,049,130

(注)１．調整額は以下の通りであります。
(2)セグメント資産の調整額2,454,707千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資産の主
なものは、親会社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（関係会社株式）等であります。
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（関連当事者情報）

２．重要な関連会社に関する注記

重要な関連会社の要約財務諸表

 

（訂正前）

流動資産合計 3,325,678千円

固定資産合計 2,704,562千円

  

流動負債合計 1,538,819千円

固定負債合計 1,748,716千円

  

純資産合計 2,742,705千円

  

売上高合計 3,905,379千円

税金等調整前当期純損失金額（△） △3,871千円

当期純損失（△） △6,415千円

 

 

 

（訂正後）

流動資産合計 3,320,348千円

固定資産合計 2,509,684千円

  

流動負債合計 1,534,959千円

固定負債合計 1,796,797千円

  

純資産合計 2,498,276千円

  

売上高合計 3,905,379千円

税金等調整前当期純損失金額（△） △215,070千円

当期純損失（△） △217,684千円
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（１株当たり情報）

 

（訂正前）

項目

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

１株当たり純資産額     198円86銭     197円91銭

１株当たり当期純損失   20円70銭 0円69銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

同左

 

（注）算定上の基礎

１．１株当たり純資産額

 

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額

　　　　　　　　　　　　　　（千円）
8,042,351 8,003,743

普通株式に係る純資産額（千円） 8,042,351 8,003,743

普通株式の発行済株式数（株） 42,442,851 42,442,851

普通株式の自己株式数（株） 2,000,695 2,000,695

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
40,442,156 40,442,156

 

２．１株当たり当期純損失

 

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

１株当たり当期純損失   

当期純損失（千円） △837,169 △27,946

普通株主に帰属しない金額(千円） － －

普通株式に係る当期純損失（千円） △837,169 △27,946

期中平均株式数（株） 40,442,166 40,442,156
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（訂正後）

項目

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

１株当たり純資産額     198円86銭     195円60銭

１株当たり当期純損失   20円70銭 3円06銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

１株当たり当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

同左

 

（注）算定上の基礎

１．１株当たり純資産額

 

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計額

　　　　　　　　　　　　　　（千円）
8,042,351 7,910,230

普通株式に係る純資産額（千円） 8,042,351 7,910,230

普通株式の発行済株式数（株） 42,442,851 42,442,851

普通株式の自己株式数（株） 2,000,695 2,000,695

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株）
40,442,156 40,442,156

 

２．１株当たり当期純損失

 

前連結会計年度

（自　平成21年10月１日

至　平成22年９月30日）

当連結会計年度

（自　平成22年10月１日

至　平成23年９月30日）

１株当たり当期純損失   

当期純損失（千円） △837,169 △123,622

普通株主に帰属しない金額(千円） － －

普通株式に係る当期純損失（千円） △837,169 △123,622

期中平均株式数（株） 40,442,166 40,442,156
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（２）その他

当連結会計年度における四半期情報

 

（訂正前）

第１四半期
自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日

第２四半期
自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日

第３四半期
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

第４四半期
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

売上高 （千円） 770,976 533,391 792,666 785,501

税金等調整前四半期純

利益又は純損失金額

（△）

（千円） △134,158 △67,801 213,576 △33,080

四半期純利益又は純損

失金額（△）
（千円） △140,532 △67,624 213,141 △32,930

１株当たり四半期純利

益又は純損失金額

（△）

（円） △3.47 △1.67 5.27 △0.81

 

 

（訂正後）

第１四半期
自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日

第２四半期
自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日

第３四半期
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

第４四半期
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

売上高 （千円） 770,976 533,391 792,666 785,501

税金等調整前四半期純

利益又は純損失金額

（△）

（千円） △134,158 △179,353 219,134 △22,762

四半期純利益又は純損

失金額（△）
（千円） △140,532 △179,176 218,699 △22,612

１株当たり四半期純利

益又は純損失金額

（△）

（円） △3.47 △4.43 5.40 △0.56
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独立監査人の監査報告書

 
平成26年６月２日

株式会社Ａ.Ｃホールディングス

取締役会 御中

 

監査法人　まほろば

 指定社員

業務執行社員
公認会計士 土屋　洋泰　㊞

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 赤坂　知紀　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げ

られている株式会社Ａ.Ｃホールディングスの平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の訂正

後の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、

連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査

は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り

の評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意

見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

 

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、株式会社Ａ.Ｃホールディングス及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているもの

と認める。

 

追記情報

有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の

規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
 
※ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別途保管

している。
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